
東海の地から労働運動の炎を燃え上がらせよう！
ひ

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
９
月

～
25

日
、
結
成

年
記
念
大
集

26

25

会
を
熱
海
ニ
ュ
ー
フ
ジ
ヤ
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
１

２
３
名
が
結
集
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
結
成
以
降
の

闘
い
の
写
真
を
展
示
し
、
多

く
の
参
加
者
が
懐
か
し
さ
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
集
会
は
、

結
成
以
降

年
間
の
闘
い
を

25

集
約
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ

デ
オ
で
始
め
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
、
主
催
者

挨
拶
で
「
結
成
以
降
、
連
続

し
た
不
当
労
働
行
為
に
抗
し

て
闘
っ
て
き
た
。
５
回
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
、
労
働

委
員
会
や
裁
判
闘
争
に
も
決

起
し
最
高
裁
判
所
で

件
も

11

勝
利
し
た
。
私
た
ち
は
、
職

場
に
根
を
張
っ
て
闘
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
職

場
か
ら
の
闘
い
で
、
未
来
を

見
据
え
た
労
働
運
動
を
、
Ｊ

Ｒ
総
連
の
仲
間
と
共
に
つ
く

り
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。初

日
の
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｒ

総
連
柳
書
記
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ

総
連
運
動
の
強
化
・
前
進
に

向
け
て
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｒ
総

連
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
問

題
提
起
を
受
け
ま
し
た
。
柳

書
記
長
は
、
た
し
ろ
か
お
る

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括

に
つ
い
て
提
起
し
た
後
、
Ｊ

Ｒ
総
連
や
各
単
組
に
か
け
ら

れ
た
弾
圧
・
組
織
破
壊
攻
撃

を
跳
ね
返
す
た
め
に
闘
っ
て

い
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
鉄
改
革

年
で

30

問
わ
れ
て
い
る
一
つ
の
課
題

と
し
て
、
台
風
に
よ
っ
て
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
再
建
問
題
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
講
演
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
初
代
委
員
長
佐
藤

政
雄
さ
ん
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
東
海

労
結
成
の
苦
闘
と
運
動
の
原

点
を
確
認
し
て
前
進
し
よ

本
部
は
９
月

日

時
、

26

13

２
０
１
６
年
度
基
本
協
約
・

協
定
改
訂
交
渉
を
集
約
し
、

会
社
に
妥
結
を
通
告
し
ま
し

た
。今

交
渉
の
重
要
項
目
と
し

て
、
①

歳
以
降
の
雇
用
・

60

労
働
条
件
改
善
、
②
リ
ニ
ア

建
設
に
伴
う
効
率
化
反
対
、

③
適
切
な
要
員
配
置
（
休
日

出
勤
・
年
休
失
効
解
消
）
、

④
新
人
事
・
賃
金
制
度
の
検

証
、
格
差
ベ
ア
反
対
を
柱
に
、

１
９
１
項
目
の
要
求
を
掲
げ

闘
っ
て
き
ま
し
た
。

団
体
交
渉
は
、
再
申
し
入

れ
を
含
め
９
回
行
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
要
求
に
対
し

会
社
は
、
「
そ
の
よ
う
な
考

え
は
な
い
」
の
一
点
張
り
で
、

ほ
と
ん
ど
の
要
求
の
前
進
は

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

９
月

日
の
第
８
回
団
体

15

交
渉
で
会
社
は
、
協
約
等
の

改
正
に
関
す
る
事
項
と
し

て
、
①
介
護
に
関
す
る
取
扱

い
の
変
更
、
②
育
児
に
関
す

る
取
扱
い
の
変
更
、
③
半
日

単
位
の
年
休
の
請
求
手
続
き

の
変
更
、
④
専
任
社
員
の
社

会
保
険
料
等
負
担
の
軽
減
、

⑤
妊
娠
、
出
産
、
育
児
・
介

護
休
職
等
の
取
得
等
に
関
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対

応
、
⑥
基
本
協
約
等
の
別
表

及
び
条
文
の
改
訂
を
、
制
度

等
の
改
正
に
関
す
る
事
項
と

し
て
、
①
再
任
用
制
度
の
新

設
、
②
制
服
等
の
見
直
し
を

回
答
し
ま
し
た
。
制
服
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
長
年
に

わ
た
り
要
求
を
続
け
て
き
た

結
果
、
新
幹
線
乗
務
員
の
夏

服
の
上
着
省
略
、
在
来
線
乗

務
員
お
よ
び
駅
係
員
の
開
襟

シ
ャ
ツ
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
部
は
９
月

日
、
第
４

25

回
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、

こ
れ
以
上
の
前
進
は
勝
ち
取

れ
な
い
と
判
断
し
、
交
渉
を

集
約
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
交
渉
期
間
中
、
本
部

へ
の
激
励
、
連
帯
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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う
」
と
題
し
、
現
職
組
合
員

と
共
に
闘
う
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
権

力
者
の
国
鉄
改
革
の
目
的

は
、
労
働
組
合
破
壊
で
あ
っ

た
。
葛
西
副
社
長
（
当
時
）

は
、
動
労
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
に

残
っ
た
こ
と
が
許
せ
な
か
っ

た
。
故
松
崎
明
さ
ん
か
ら
学

ん
だ
動
労
型
労
働
運
動
を
実

践
し
、
会
社
な
ど
か
ら
の
弾

圧
・
組
織
破
壊
攻
撃
を
跳
ね

返
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

現
職
と
Ｏ
Ｂ
は
、
大
い
に
語

ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
多

く
の
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々

か
ら
、
国
鉄
改
革
か
ら
最
近

の
運
動
に
至
る
ま
で
、
労
働

運
動
に
か
け
て
き
た
思
い
な

ど
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
新
幹
線
関

西
地
本
の
余
興
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
頃

の
疲
れ
を
温
泉
で
癒
し
、
共

に
闘
う
仲
間
と
深
夜
ま
で
酒

を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
淵
上
法
対
・
調

査
部
長
の
感
想
、
木
下
書
記

長
の
ま
と
め
、
小
林
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会

は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。

夏
季
制
服
の
改
善
勝
ち
取
る
！

２
０
１
６
年
度
基
本
協
約
・
協
定
改
訂
交
渉
集
約



新
幹
線
地
本
成
田
委
員
長

に
対
す
る
不
当
な
ボ
ー
ナ
ス

カ
ッ
ト
の
取
り
消
し
を
求
め

た
本
人
訴
訟
の
第
５
回
口
頭

弁
論
が
９
月

日
、
東
京
地

23

方
裁
判
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
裁
判
に
は
、

名
の

74

組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
ま

し
た
。

今
裁
判
で
は
、
弁
護
士
役

と
し
て
成
田
委
員
長
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
原
告
（
組

合
）
側
よ
り
木
藤
純
宏
さ
ん

が
証
言
台
に
立
ち
、
助
役
の

「
注
意
指
導
」
の
出
鱈
目
さ
、

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
が
Ｊ
Ｒ
東

海
労
破
壊
策
動
の
一
貫
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
堂

々
と
証
言
し
ま
し
た
。
反
対

尋
問
に
お
い
て
も
、
木
藤
さ

ん
は
会
社
の
不
当
性
を
堂
々

と
証
言
し
ま
し
た
。

一
方
、
被
告
（
会
社
）
側

沿
線
住
民
な
ど
７
３
８
人

の
原
告
が
国
を
相
手
取
り
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事

計
画
の
承
認
取
り
消
し
を
求

め
た
「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア

訴
訟
」
第
１
回
口
頭
弁
論
が

９
月

日
、
東
京
地
方
裁
判

23

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
原
告

や
サ
ポ
ー
タ
ー
、
市
民
団
体

な
ど
約
２
５
０
名
が
傍
聴
券

を
求
め
集
ま
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
、
新
幹
線
地
本

を
中
心
に
、
約

名
が
傍
聴

30

券
獲
得
の
取
り
組
み
に
参
加

し
ま
し
た
。

川
村
晃
生
原
告
団
長
（
慶

応
大
学
名
誉
教
授
、
リ
ニ
ア

・
市
民
ネ
ッ
ト
山
梨
代
表
）

は
、
冒
頭
陳
述
で
「
私
た
ち

は
リ
ニ
ア
工
事
に
よ
っ
て
、

残
土
処
理
、
水
涸
れ
、
騒
音
、

日
照
、
景
観
、
電
磁
波
な
ど

様
々
な
被
害
を
受
け
る
。
私

た
ち
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
生
存
権
や
人
格
権
、
幸

福
追
求
権
を
侵
害
さ
れ
る
。

リ
ニ
ア
は
人
々
を
東
奔
西
走

さ
せ
、
あ
く
せ
く
働
か
せ
る

野
党
連
合
か
ら
は
、
民
進

党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
生

活
の
党
の
各
代
表
か
ら
挨
拶

が
さ
れ
、
戦
争
法
を
必
ず
廃

止
す
る
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
団
体
、
弁

護
士
、
主
催
４
団
体
か
ら
も
、

戦
争
法
を
廃
止
し
、
安
倍
政

権
を
退
陣
さ
せ
る
ま
で
闘
い

抜
く
こ
と
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
１
０
０
０
人
委
員
会
よ
り

行
動
提
起
が
あ
り
、
①
市
民

運
動
で
安
倍
政
権
を
包
囲
す

る
こ
と
、
②
選
挙
戦
に
勝
利

す
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
さ
よ

う
な
ら
原
発
・
戦
争
９
・
22

集
会
へ
の
総
結
集
、
②
総
が

か
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る

・
６
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

10

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
戦
争

大
集
会
が
９
月

日
、
東
京

22

・
代
々
木
公
園
で
開
催
さ

れ
、
９
，
５
０
０
名
の
市
民

・
労
働
者
な
ど
が
結
集
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
新

幹
線
地
本
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ

総
連
５
０
０
名
の
仲
間
と
共

に
参
加
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
被
害
者
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
結
集
し
た
著

名
人
や
団
体
な
ど
か
ら
の
発

言
が
さ
れ
、
原
発
再
稼
働
の

中
止
、
戦
争
法
廃
止
に
向
け

た
闘
い
を
全
体
で
確
認
し
ま

し
た
。
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か
ら
は
、
中
村
助
役
と
増
田

助
役
が
証
言
台
に
立
ち
ま
し

た
。
成
田
委
員
長
の
質
問
に

よ
り
、
両
助
役
と
も
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
の
理
由
と
さ
れ
た

「
非
違
行
為
」
が
い
か
に
出

鱈
目
で
あ
り
、
恣
意
的
に
行

わ
れ
た
の
か
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。

裁
判
終
了
後
、
証
人
の
木

藤
さ
ん
の
慰
労
会
を
行
い
ま

し
た
。

次
回
（
第
６
回
口
頭
弁
論
）

は

月

日
に
開
廷
さ
れ
、

10

19

会
社
側
よ
り
渡
辺
助
役
の
証

人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

リニア訴訟始まる！
東京地裁前に250人！

戦
争
法
を
廃
止
に
す
る
ぞ
！

国
会
前
に
２
万
人
以
上
が
結
集

安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）

強
行
採
決
か
ら
ち
ょ
う
ど
１

年
の
９
月

日
、
安
保
関
連

19

法
の
廃
止
を
求
め
て
、
全
国

か
ら
国
会
前
に
２
万
３
千
名

を
超
え
る
市
民
・
労
働
者
が

結
集
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

労
は
、
新
幹
線
地
本
を
中
心

に
Ｊ
Ｒ
総
連
４
５
０
名
の
仲

間
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
と
に
よ
っ
て
一
部
の
人
間

だ
け
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

目
的
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
弁
護
団
よ
り
６
名

の
弁
護
士
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
陳
述
が
行
わ
れ
ま
し

た
。訴

訟
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

被
告
（
国
）
の
補
助
参
加
人

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
次
回
期
日
は

月
９
日

12

時

分
で
す
。

14

30
裁
判
終
了
後
は
、
参
議
院

議
員
会
館
で
報
告
集
会
が
開

か
れ
、
１
８
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
Ｏ
Ｂ
会
は
９

月

日
、
熱
海
ニ
ュ
ー
フ
ジ

26
ヤ
ホ
テ
ル
で
第

回
定
期
総

17

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宇
留
生
会
長
は
挨
拶
で
、

た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
闘
い
を
は
じ
め
と

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
最
大
限
奮
闘

し
た
き
た
こ
と
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
闘
う
方
針
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

③
議
員
会
館
前
で
の

・
10

19

総
が
か
り
行
動
、
④

・
10

30

自
衛
隊
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
反

対
青
森
現
地
集
会
の
開
催
と

原
発
と
戦
争
の
な
い
社
会
を
！

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
戦
争
大
集
会
に
参
加

新
役
員
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

会
長
：
福
島
一
三
（
静
岡
）

／
副
会
長
：
伊
藤
勝
（
新
幹

線
）
、
鍋
島
要
（
静
岡
）
、
原

春
海
（
名
古
屋
）
、
中
崎
澄

男
（
新
幹
線
関
西
）
／
事
務

長
：
田
中
栄
六
（
新
幹
線
）

／
事
務
次
長
：
鈴
木
富
雄

（
新
幹
線
関
西
）
／
幹
事
：

斎
藤
孝
紀
（
本
部
）
／
顧
問

：
宇
留
生
泰
雄

結
集
、
⑤

月
６
日
か
ら
準

10

備
し
て
い
る
沖
縄
署
名
を
通

じ
て
、
沖
縄
と
連
帯
す
る
こ

と
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

新
会
長
に
福
島
氏
選
出

Ｏ
Ｂ
会
第

回
定
期
総
会
開
催

17

木
藤
さ
ん
、
会
社
の
不
当
性
を
堂
々
証
言
！

Ｂ
Ｃ
成
田
本
人
訴
訟
第
５
回
口
頭
弁
論

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト


